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Abstract: We have investigated the characteristics of turbine 

with irregular waves using a reciprocating airflow generator 

that simulates oscillating water column wave power 

generator. However, we couldn’t reproduce high wave 

because the range of the piston is short. Therefore, we 

investigated way to predict turbine output using the power 

coefficient and tip speed ratio. 

 

我々は，振動水柱型波力発電装置を模擬した往復気

流発生装置を用いて，不規則波となる往復気流を発生

させ実験を行ってきた[1]．しかし，模擬装置の規模は実

験室の大きさに制限されるため，実際の波浪を再現し，

現地に設置することを想定した場合のタービン出力を

測定することは困難であった．そこで本稿では，実験

により得られたパワー係数と周速比を基に，日本沿岸

の中でも有義波高H1/3が比較的高い地点（H1/3  1.96m）

である経ヶ岬の観測データを参考にして，現地規模で

装置を設置する場合，得られるタービン出力の予測に

関する検討を行った． 

Figure 1に往復気流発生装置の概形を示す．往復気流

発生装置は，モーターの回転運動からギアを介してピ

ストンを往復直線運動させ，空気の圧縮と膨張を行う

ことにより往復気流を発生させる．ピストンで不規則

的な波の動きを再現することで，測定部に波浪から発

生する往復気流を再現する． 

 

 

Figure 1. Reciprocating airflow generator 

 

Figure 1より，ピストンの駆動域は 1.0mであるため

波を再現する際，波高の大きい波はピストンの駆動域

を超えてしまい，再現が困難である．しかし，タービ

ンの寸法に依存しないパワー係数と周速比を用いるこ

とで再現が困難な波から得られるタービン出力を予測

することができる． 

まず，パワー係数Cpと周速比λを算出するために風速

とタービントルクを実験で測定する．ここでは，ソリ

ディティが 0.67，翼枚数が 5枚のタービンを用いる．

再現可能な波の中で有義波高H1/3が最も高い条件

（H1/3 0.6m）で異なる 10 種類の不規則波を用いて風

速とタービントルクを測定する． 

次に，実験で測定した風速とタービントルクについ

て，各測定における時間平均を用いてパワー係数と周

速比を算出する．また，10種類の不規則波から得られ

たパワー係数を周速比ごとに平均し，その結果として

得られる平均曲線(Cp  λ曲線)を基にパワー係数と周速

比を決定する． 

その後，経ヶ岬の有義波高と有義周期を気象庁の波

浪観測累年表より引用し平均風速を算出する[2]．また

タービンの受風面積は，往復気流発生装置を実際の振

動水柱型波力発電装置の大きさに相似的に拡大させた

値を用いる[3]． 

最後に，平均風速と受風面積に加え，実験で得られ

たパワー係数と周速比を用いて，経ヶ岬に現地規模の

装置を設置した場合のタービン出力を予測する．その

結果を報告する． 
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